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米国 欧州 中国・アジア・その他 日本

1日:7月ISM製造業景況指数

2日:7月雇用統計、6月貿易収支

5日:7月ISM非製造業景況指数

1日:イングランド銀行(BOE)金融

政策決定会合

2日:ユーロ圏6月小売売上高、ユー

ロ圏6月生産者物価指数(PPI)

7日:ドイツ6月鉱工業生産

9日:英4-6月期GDP、ドイツ6月

貿易収支

7月後半～8月前半:中国北戴河会議

1日:中国7月財新製造業PMI

5日:インドネシア4-6月期GDP

6日:豪州金融政策決定会合

7日:インド金融政策決定会合、タイ金融

政策決定会合、中国7月外貨準備高

8日:フィリピン金融政策決定会合、フィリ

ピン4-6月期GDP、中国7月貿易収支

9日:中国7月PPI・CPI

8月中：日米貿易交渉閣僚級協

議

6日:6月家計調査、6月毎月勤労

統計、6月景気一致CI指数、6月

景気先行CI指数

8日:6月国際収支、7月景気ウォッ

チャー、7月東京オフィス空室率

9日:4-6月期GDP

13日:7月消費者物価指数(CPI)

15日:7月小売売上高、7月鉱工業生産

16日:8月ミシガン大学消費者センチメント

指数(速報)

14日:ドイツ4-6月期GDP、ユーロ

圏6月鉱工業生産

16日:ユーロ圏6月貿易収支

14日:中国7月鉱工業生産・小売売上

高・固定資産投資

15日:メキシコ金融政策決定会合、豪州

7月雇用統計、中国7月70都市住宅価

格指数

19日:タイ4-6月期GDP

14日:6月機械受注

19日:7月貿易収支、7月首都圏マ

ンション発売戸数

22日:6月全産業活動指数

23日:7月全国CPI

22日:7月景気先行指数

22-24日:ジャクソンホール会合

23日:7月新築住宅販売件数

26日:7月耐久財受注

27日:8月消費者信頼感指数、6月S&P

コアロジック・ケースシラー住宅価格指数

30日:7月個人所得・個人支出(PCE)・

PCEコア物価

22日:ユーロ圏8月製造業購買担

当者景気指数(PMI)

24-26日:G7首脳会議(フランス)

26日:ドイツ8月IFO企業景況感指

数

29日:ドイツ8月CPI

30日:ユーロ圏8月CPI

22日:インドネシア金融政策決定会合

29日:ブラジル4-6月期GDP

30日:インド4-6月期GDP

31日:中国8月製造業・非製造業PMI

30日:7月失業率、7月鉱工業生

産、7月住宅着工件数、7月小売

業販売額

（注）2019年7月26日現在。日付は現地時間。　（出所）各種報道等より三井住友DSアセットマネジメント作成

【各国・地域の経済指標、金融政策決定会合等イベントの予定（2019年8月）】

2019年7月22日 参院選の結果と日本株への影響（市川レポート） 
2019年7月18日 利下げ局面での米国株式市場 

2019年7月26日 

 足元の米国株式市場は、7月末の米国の利下げ期待を織り込む形で株価指数が過去最高値を更新する

など上昇相場となっています。米国の金融政策が世界の金融市場や金融政策に与える影響が注目されます。 

 日本では、参院選の終了を受けて日米貿易交渉が行われます。8月中に閣僚級協議が行われ、9月の国

連総会に合わせて日米首脳会談が行われる見込みです。 

 中国では例年、7月後半から8月前半にかけて北戴河会議が行われます。非公式な会議ですが、米中貿易

問題やデモが続いている香港への対応などが話し合われるとみられます。 

 米中貿易協議は20カ国・地域首脳会議（G20サミット）での米中首脳会談後、初の閣僚級会議が7月

末に上海で開かれます。その後も協議は継続される見込みで、次回はワシントンで開くことも計画されており、

今後の進展が注目されます。 

米利下げの影響や米中・日米貿易交渉の行方に注目 
2019年8月の注目イベント 

https://www.smam-jp.com/market/ichikawa/irepo190722.html
https://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/usa/news190718us.html

